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1.はじめに
　塩湖は、淡水湖よりも比較的数が少なく、また乾燥地域という過酷な環境の下に存在している故に、淡水湖よりも

比較的研究の数が少ないと言われている。（A.Lerman 1984）イシククル湖の場合、集水域諸河川から運搬される物質が
どのようにイシククル湖へ影響を与え、水位の低下に伴い、湖の水循環がどのように変化していくのかという議論が極
めて少ない。また、極地における水質機構の解明は、地球システムの解明、淡水湖との比較研究をする上で意義がある
と言える。そこで本研究では、イシククル湖とその集水域の物質収支を明らかにすべく、湖への流入河川の溶存物質に
ついて研究を行った。

2.　地域概要
　イシククル湖は面積 6236 km2、貯水量 1738 km3、水深 668mの内陸湖である。塩分濃度は 6‰と、周辺の塩湖より

も比較的低い。周辺は 3000m以上の高山に囲まれており、集水域面積率も低い。
3.　研究方法
　イシククル湖において河川・地下水・湖を中心に現地水文観測を 2012年～2014年夏季にかけて 3回行った。調査

地点は 42地点で、河川 31地点、湖 9地点、地下水 2地点を行った。気温、水温、EC、pHを現地観測し、持ち帰ったサ
ンプルから TOCの測定、イオンクロマトグラフィーによる主要溶存成分分析を行った。

4.　結果と考察
　全般的に河川は Ca-HCO3型であり、その中でも湖北と湖南では、溶存物質のイオン濃度が低い。一方、湖東と湖西

ではイオン濃度が高く、流域特性の違いによる地質の影響の差異が認められた。世界各地の塩湖の水質組成と比較する
と、イシククル湖の水質組成は Na-Mg-Cl-SO4 型であり、比較的溶存している塩類のバランスが良い。これは、集水域
河川や地下水を通じて、炭酸が集水域から多く供給されているためであると考えられる。また、湖南部では火成岩系の
地質が多くみられ、SO4

2− の供給が多いのも原因の一つであると考えられる。Ca2+ と HCO3
− に関しては、CaCO3 と

CaSO4 として析出していることが示唆された。これらの溶解度積を調べてみると、過飽和状態であった。天然水中であ
ることを考慮すれば、妥当であると考えられるが、より一層の検証が必要である。
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